
囲 石狩浜の自然

石狩海浜地域一帯の野鳥

樋ロ 孝城

鱒
石狩川河口から石狩湾新港までの海浜地域一帯の野鳥 リス ト(25科94種)を 示すとともに、地域内

における環境ごと(砂 浜域、港内域、沖合域、草原域、上空域)の 鳥類の生息・飛来状況を概説 した。

当該地域 は、夏鳥の繁殖地、冬鳥の越冬地、旅鳥の渡 り中継地として利用されている。鳥類相からみ

て特殊性は含 まれず、普通の鳥たちの普通の生息 ・飛来を支えている地域であるが、環境保護などを

通 してのその普通性の持続が将来的課題として重要であろう。

羅 はじめに
鳥類は生態系の重要な構成員である。ある地域

範囲の鳥類の動向を把握することで、その地域全

体の自然環境の現状 と変遷の一部を垣間見ること

ができる。 また、渡 り鳥の動向によっては、彼ら

の繁殖地、越冬地、渡 り中継地などの状況 も推測

可能 となる場合 もある。

ある地域の野鳥社会の全様を知るためには、飛

来 ・生息する種の構成、各々の種の普遍性または

稀少性、個体数の多寡、季節性などについての記

録を必要とする。また、得られた記録についても、単

年だけのものでは偶然性 に大 きく影響される可能

性があるため、経年調査の積み重ねが要求される。

野鳥の移動性、観察時の気象条件の影響などに

よっては、調査者 ・観察者の目から見た野鳥社会

状況が一 日にして変化してしまうことは決して稀

ではない。一人の人間が短期間だけ、 しか も趣味

的に観察 した結果は、必ずしもその地域の野鳥社

会の実際を反映 しているわけではない。観察回数

が少なければ、その中で起 こった特異的事象が実

際よりは強調されてしまう危険性 もある。

今回の報告 は石狩海浜地区一帯の野鳥につい

て、筆者 自身、筆者が主催する石狩鳥類研究会の

会員、筆者が会員 となっている北海道野鳥愛護会

の会員諸氏、石狩海浜植物保護センター関係者な

どによるここ十数年の観察結果をまとめたもので

ある。これらの観察は、一部 を除いて特に具体的

目標 を掲げた計画的調査 ということではないの

で、全体 として得られた結果は、当該地域のい く

つかの環境下における確認鳥種、各鳥種の定性的

飛来 ・生息状況、季節性などの断片的記録の集積

に留 まっている。しかしながら、それ らの蓄積記

録および過去の資料等を整理 ・分析することによ

り、石狩海浜地域一一帯の鳥類相の概要はほぼ把握

されるだろうと考えている。今回の報告が将来の

石狩海浜地域の自然保護に役立てば幸いである。

灘 野鳥生息環境
石狩海浜地域は石狩湾 に面 している地域一帯の

総称であるが、 ここでは観察記録の多 くが集積 し

ている石狩川河口部から石狩湾新港の樽川埠頭周

辺 までの野鳥の生息 ・飛来状況を報告する。当該

地域は野鳥生息環境の面からは、おおまかに次の

4つ に分けられる(図1)。

①砂浜域:石 狩川河口から石狩湾新港東端まで

の砂浜

②港内域:石 狩湾新港の防波堤や埠頭で囲まれ

た区域

③沖合域:沖 合一帯

④草原域:は まなすの丘公園、および砂浜域の

陸側後背部の原野 ・草原

また、 これらの区域の上空を主たる生息空間そ

のもの、あるいは移動空間 として頻繁に利用する

種 もいるので、共通域 としての上空域を加えるこ
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図1石 狩海浜地域一帯の地図

と とす る 。

表1に は最近 ほぼ15年 間 に観察 された鳥種、そ

れ ぞれの生息域 、記録状況、季節性 な どが示 され

ている。記載 されているのは25科94種 である。

種 の配列 は日本鳥類 目録改訂第6版(日 本鳥類 目

録編集委員会,2000)に 従 っている。実際には もっ

と多 くの鳥種 の記録が あるが、 これ までの 目撃記

録が1回 だ け、あ るいはそれ に近 く、 また、生息

分布域や渡 りコースが石狩海浜地域一帯 を大 きく

はずれてい る鳥種 については記載 していない。 そ

れ らは何 らかの原 因による偶発的飛来種(迷 行種)

で あ り、石狩海浜地域一帯の野鳥社会 の構成員か

らは除いた方が実際的で ある。一方、 これは旅鳥

に顕著な ことであるが、記録的 には稀 であって も、

渡 りコース を考慮 する と当該地域 を通過 する こと

が決 して偶発 的ではない とみな され る種 につ いて

は記載 してあ る。

各鳥種 について、表1に は環境 ごとに毎年 どの

程度の定常性 をもって記録 され るか、あ る意味で

の 「記録 され易 さ」が示 されてい る。 これは年次

記録 を基 とした各鳥種 の記録頻 度 によってお り、

具体的な ことは表 に添 えて記 してあ る。なお、「記

録 され易 さ」 は1回 ごとの観察 にあて はまるもの

で はない こと、個体数 の多寡 とは必 ず しも一一致 し

ないこ とは確認 しておか なけれ ばな らない。 た と

えば、ハヤブサは個体数が少 ないため、1回 の観

察で は記録 されない ことの方がむ しろ多いが、何

回かの観 察中には必ず記録 され、当該地域 におけ

る定住性 が高 い鳥 として記載 され ることになる。

以下、それぞれの生息環境別 に飛来 ・生息す る

野鳥 を解説 す る。 なお、 ほぼ全域 に生 息 し、科全

体 としてみれば最大優 占 とな るカモメ類 注1)につ

いて は、ま とめて別扱 い とし、最後 に取 り上 げる。

表1石 狩海浜地域一帯の野鳥 リス ト

科 名 種 名
生息環境

砂浜 港内 沖合 草原 上空
季節 環境省指定 北海道指定

アビ科 ア ビ △ ○ 冬

オ オハ ム △ ○ 冬
ハ シ ジロア ビ △ △ 冬

カ イ ツブ リ科 ハ ジ ロカイ ツブ リ ◎ ○ 冬

ミミカ イ ツブ リ ◎ ○ 冬

ア カエ リカ イ ツブ リ △ 冬
ヵ ンム リカ イツ ブ リ ◎ △ 冬 絶滅危急種

ウ科 ウ ミウ ◎ ◎ 留

ヒ メ ウ ◎ ◎ 冬

サギ科 ダ イサ ギ △ 夏

アオ サギ ◎ 夏

注1「 類 」は分類 学 の用語 で はな く、同 一 あ るい は近似 の 「科」に属 す る鳥 とい う意 味 の一般 的 な総称 で あ る。 文 中で

は以下 同様 に用 い られ てい る。
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生息環境
環境省指定 北海道指定科 名 種 名

砂浜 港内 沖合 草原 上空
季節

カモ科 マガ モ △ △ 留
ヒ ドリガ モ △ △ 旅

キ ンク ロバ ジロ ◎ 冬
スズ ガモ ◎ ○ 冬

ク ロガモ ◎ ◎ 冬
ビ ロ ー ドキ ン ク ロ ◎ ◎ 冬
シ ノ リガ モ ◎ ○ 冬 希少種
コオ リガ モ △ 冬
ホオ ジ ロガモ ◎ ◎ 冬

ウ ミアイ サ ◎ ○ 冬

タカ科 ミサ ゴ ○ ◎ 夏 準絶滅危瞑 絶滅危急種

トビ ◎ ◎ ◎ ◎ 留

オ ジロ ワシ ○ ○ ◎ 冬 絶滅危惧IB類 絶滅危惧種

オオ ワシ ○ ○ ◎ 冬 絶滅危惧II類 絶滅危惧種

ケ ア シノス リ △ △ 冬 希少種

ノ ス リ ◎ ◎ 夏

ハ イ イ ロ チ ュ ウ ヒ △ △ 冬 希少種
ハヤブサ科 ハ ヤブサ ○ △ ◎ 留 絶滅危惧II類 絶滅危急種

コチ ョウゲ ンボ ウ △ △ 冬

チ ョウゲ ンボウ △ △ 冬

ミヤ コ ドリ科 ミ ヤ コ ド リ △ 旅

チ ドリ科 ハ ジ ロコチ ドリ △ 旅
コチ ドリ ○ 夏

シロチ ドリ ◎ 旅

メ ダイ チ ドリ ◎ 旅
ム ナグ ロ ◎ 旅

ダ イゼ ン ◎ 旅

シギ科 キ ョウジ ョシギ ◎ 旅

ヨ ー ロ ッパ トウ ネ ン △ 旅

トウネ ン ◎ 旅
ヒメ ウズ ラシギ △ 旅
ハ マ シギ ◎ 旅

サ ルハ マ シギ ○ 旅
コオバ シギ ○ 旅

オバ シギ ○ 旅

ミユ ビシギ ◎ 旅
ヘ ラ シギ △ 旅 絶滅危惧IB類 絶滅危急種

ア オア シ シギ ○ 旅

キ ア シシギ ◎ 旅

イ ソ シギ ○ 夏

ソ リハ シ シギ ◎ 旅

オ グ ロシギ ○ 旅

オ オ ソ リハ シ シギ ◎ 旅

ダ イ シャ クシギ △ 旅
ホ ウ ロク シギ ◎ 旅 絶滅危惧II類 希少種

チ ュ ウシ ャク シギ ◎ ○ 旅
ヒレア シ シギ科 ア カエ リヒレア シ シギ ○ 旅

カ モメ科 ユ リカ モメ ◎ ○ ◎ 旅

セ グ ロカモ メ ◎ ◎ ◎ 冬
オ オセ グ ロカモ メ ◎ ◎ ◎ 留
ワシカ モメ ○ 冬
シロカ モメ ◎ ◎ ◎ 冬
カ モメ ◎ ◎ ◎ 冬
ウ ミネ コ ◎ ◎ ◎ 夏

ミツユ ビカ モメ △ ○ 旅
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科 名 種 名
生息環境

砂浜 港内 沖合 草原 上空
季節 環境省指定 北海道指定

カモ メ科 ア ジサ シ ○ ◎ 旅
コア ジサ シ △ 旅

ウ ミスズ メ科 ウ ミガ ラス △ ○ 冬 絶滅危惧IA類 絶滅危機種
ハ シブ トウ ミガ ラス △ △ 冬
ケイ マ フ リ ○ △ 冬 絶滅危惧II類 絶滅危急種
マダ ラ ウ ミス ズメ △ △ 冬 情報不足 希少種
ウ ミスズ メ △ ○ 冬 絶滅危惧IA類 絶滅危急種

フ クロ ウ科 コ ミ ミズ ク △ 冬
ヒバ リ科 ヒバ リ ◎ 夏
ツバ メ科 シ ョウ ドウツバ メ ◎ 夏

ツバ メ ○ 夏

セキ レイ科 バ クセ キ レイ ○ ◎ 夏

モズ科 モ ズ ◎ 夏

アカモ ズ △ 夏 絶滅危惧IB類 希少種
ツグ ミ科 ノゴマ ◎ 夏

ノ ビタキ ◎ 夏

ウグイ ス科 コ ヨ シ キ リ ◎ 夏

ホオ ジロ科 ホオア カ ◎ 夏

ア オ ジ ◎ 夏

オ オ ジュ リン ◎ 夏
ユ キ ホオ ジロ △ 冬

ア トリ科 カ ワ ラ ヒワ ◎ 夏

ハ タオ リ ドリ科 ニ ュ ウナイ スズ メ ○ 夏
ス ズメ ○ 留

ム ク ドリ科 コ ム ク ド リ ◎ 夏

ム ク ドリ ◎ 留

カ ラス科 ハ シボ ソガ ラス ◎ ◎ ◎ 留
ハ シブ トガ ラス ◎ ◎ ◎ 留

※1997年 ～2010年 の14年 間で 、各 生息 域 で記録 が毎 年 あ る種 には◎、記録 年 数 が5～13年 の種 には○、記録 年数 が4年

以下 の種 には△ を記 す。5年 以 上 と4年 以下 で 区切 った こ とに特別 の根 拠 は ない。

※「上 空」につ いて は、通過 だ けで あれ ば ほぼす べて の種 が記載 対 象 とな るが、 ここで は タカ科 とハ ヤ ブサ科 の鳥 だ けを対

象 としてい る。

※留(留 鳥)は 通 年生 息、 夏(夏 鳥)は 春夏 期 に渡来 して繁殖 、冬(冬 鳥)は 冬季 に飛 来 して越 冬、 旅(旅 鳥)は 春 と秋

の渡 り時 期 に通過 す る。

3.1砂 浜域

ほぼ7.5kmの 砂浜で、主役 として飛来 ・生息す

るのはシギ・チ ドリ類(ミ ヤ コ ドリ科、チ ドリ科 、

シギ科、 ヒレアシシギ科 の鳥)と カモ メ類で ある。

なお、サ ギ科のダイサギ とアオサギ も記録 されて

い るが、 それ らの主た る生息域 は石狩川内水面お

よび内陸部水面で あること、 また、砂浜での観察

といって も、 その大部分 は石狩川河 口の川側 であ

ることか ら、 ここで は省略 する。

記録 のあるシギ・チ ドリ類 は27種 で あ り、 この

うち夏鳥で あるコチ ドリとイ ソシギを除 くすべて

が春 と秋の渡 り時期 に石狩浜 を通過す る旅鳥であ

る。 コチ ドリとイ ソシギは当該地域近隣で繁殖 し

ている可能性 はあ るが、砂浜 に来 るこ とは比較 的

稀 である。 なお、 シギ ・チ ドリ類の繁殖地 と越冬

地 について は野鳥図鑑 類(た とえば、高野,1981)

を参照 されたい。

春 と秋 の渡 りにおいて シギ ・チ ドリ類が石狩浜

を通過す るおよその時期 は、春季 は3月 下旬か ら

6月 上旬 まで、秋季 は7月 中旬 か ら11月 上旬 まで

である(図2)。 春の渡 りは南方 の越冬地か ら北 方

の繁殖地へ の成鳥の移動 である。 また、秋の渡 り

は北方 の繁殖地か ら南 方の越冬地で あるが、前半

(7月 中旬～8月 下旬)は 繁殖 を終 えた成鳥の渡 り

であ り、後半(9月 上旬～10月 下旬)は その年 に

生 まれた幼鳥の渡 りであ る。 なお、 これ らの時期

は大体 の ものであ り、特 に秋 の成鳥 の渡 りが9月 、

10月 にまで及 ぶ こと、種 によっては、幼鳥の渡 り

春の渡 り 秋の渡 り

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月

成鳥 成鳥 幼鳥

図2シ ギ ・チ ドリ類が石狩浜を通過する時期
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が11月 上旬 まで続 くことも稀で はない。

石狩浜 はシギ ・チ ドリた ちの渡 りの中継地 とし

て利用 され る。かな り稀で はあるが、標識調査 の

た めの足輪 が装着 された個体、 また、た とえばヘ

ラシギ(写 真1)の ように極 めて個体 数が少 な く、

単独行 と推察 され る種が、2、3日 間 は連続 して

目撃 され ることが しば しばある ことか ら、短 日間

は滞在 して、休息、 および次の中継地 までの移動

に必要なエネルギー補充 のた めの採餌 を行 う個体

や群れ も多い もの と考 え られ る。ただ し、移動 ルー

トにっいて はほ とん ど解明 されていないのが実情

で ある。移動 ルー トは種 によって違 うか もしれず、

また、同 じ種 で も春 の渡 りと秋の渡 りとでは違 う

可能性 もあ る。 さらには同 じ種で も個体(個 体群)

ご とに違 う可能性 まで考 えなけれ ばな らない。利

用度 は ともか く、様々 な移動ルー ト中の一地点 と

して石狩浜 があ ることには間違いない。

最 も一般 的に見 られ、個体数 も多いのはシギ科

の トウネ ンであ る。 日によって は数十羽 の群れが

い くつか波打 ち際 で採餌 をした り、少 し陸側 の砂

地で休 息 をとった りしているのが見 られ る。 トウ

ネ ンの他に は、 シロチ ドリ、 メダイチ ドリ、ハ マ

シギ、 ミユ ビシギ、 キアシシギ、 ソ リハ シシギ と

い ったあた りが比較的 よ く見 られ る。 アオアシシ

ギ、オグロ シギ、 ツル シギ は石狩川沿 い内陸部 の

水場 で は一般 的であるが、砂 浜 には少 な く、特 に

ツル シギは これ までの ところ記録 が得 られていな

い。ただ し、記録が得 られていない ことと、飛来 ・

生息 しない こととは決 して同義ではない ことを こ

とわ ってお く。

写真1ヘ ラシギ 石狩浜2010年8月28日 蓮

井肇氏(北 海道野鳥愛護会)撮 影。全世界

で約2,000羽 しかいないとされているが、

2010年 には石狩浜 で少な くとも6例 の観

察があった。

いわ ゆ るシャクシギ の うち、ホ ウ ロク シギ と

チュウ シャク シギ は少数 なが らも毎 年 目撃 され

る。本州方面で は比較的 よ く見 られ るダイ シャク

シギは、石狩浜 に限 らず北海道全体 で も極 めて稀

で ある。ハ ジロコチ ドリ、 ヨー ロッパ トウネ ン、

ヒメウズ ラシギ、ヘラシギ も極 めて記録 が少 ない

が、 これ は石狩浜 に限 った ことで はな く、北海道

全体、 日本全体 をみて も観察例 は極 めて少ない。

ミヤコ ドリも少ないが、石狩湾新港か ら新川河 口

(石狩湾新港か ら南西へ約6km)に か けての砂浜

を含 める と、特 に ここ数年 は毎年 目撃 されてお り、

ヘ ラシギな どの少 なさ とはだ いぶ程度 が違 うよう

で ある。

近年、石狩浜 はかつてに比べて海岸線 がかな り

後退 し、砂浜部分が随分 と狭 くなって きてい る。

特 に、 はまなすの丘公園付近で は、波の高 さ次第

によって は、砂浜部分が ほ とんどな くな ることも

ある。 しか しなが ら、 それ と連動 して シギ ・チ ド

リ類の飛来 が大 き く減少 してきてい るとい う感 じ

は受 けない。ただ、 これ はあ くまで ここ十数年 に

つ いての ことである。 それ よ りも前の状況 につい

ては、印刷物 として残 された観察記録 が皆無 に近

いた め、現在 との比較 は困難で ある。後述 するよ

うに、石狩湾新港建設 によって石狩浜 が寸 断され

たのが40年 ほ ど前 の ことで あるが、その頃の こと

は全 くわか らないのが実情で ある。

も ともと石狩浜 は潮位差が小 さい 日本海側 に位

置 してい るため、干潟 はほ とん ど出ない。推論で

はあるが、海岸線付近の砂中や植物性漂着物 中の

小動物 を餌 とするな らば、砂 浜が広 い ことよりも、

海 岸線付近 がゆるやか な傾 斜 になっている ことの

方が採餌環境 としては重要 と考 えられる。実際、

特 に石狩川河 口近 くで近年顕著 になって きている

ことであ るが、海岸線の砂 が波でえ ぐられ て崖の

ような形 になってしまった ところでは、 シギ ・チ

ドリ類 はほ とん ど見 られない。

今 の ところ、海岸線付近 のなだ らかさは一部 を

除いて維持 され てきてい るので、 シギ ・チ ドリ類

の生 息 ・飛来 には特別な影響 を与 えていないよう

である。 しか しなが ら、それがいつ まで維持 され

るかは保証 の限 りで はない。海岸線 の崖化 を招か

ない対策が今か ら必要であ ろう。

3.2港 内域

石狩湾新港 は1973年 か ら建設が開始 され、その

後 い くつか の埠頭建設 な どが続 け られて現在の形

に至 っている(図1)。 新港 に よって砂浜 は石狩 川

河 口側(石 狩市)と 新川河 口側(小 樽市)に 分 断

され た。 この こ とは前項 のシギ ・チ ドリ類 には何
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らかの負 の影響 を与 えた可能性 はあるが、一方で

は港湾 内 という新 しい環境 を提供 し、海鳥の飛来

を招 く結果 となった。

新港 内で見 られ るものは、ウ科、カイツブ リ科、

カモ科、 カモ メ科の鳥であ り、稀 にアビ科 とウ ミ

スズメ科 の鳥が入 り込 む。季節的 にはほ とんどが

冬季(11月 ～翌年3月)で ある。留鳥のオオセグ

ロカモメ、同 じ く留鳥のウ ミウ(た だ し、夏季 に

はその多 くが浜益方面 に移動)、夏鳥 のウ ミネ コを

除いては、すべて冬 鳥 として飛来す る。港内お よ

びその周辺で越冬す るもの も多い とみ られ るが、

カイツブ リ科 とカモ科の鳥 の中には厳冬期 にはさ

らに南下す る もの も少な くない と推測 され る。

カイツブ リ類 は時 として小群 となる春 の移動期

を除 き、通常 は単独 あるいは2、3羽 の群れが港内

のあち こちで見 られ る。ハ ジロカイツブ リが最 も

普通 で、次 いで カンム リカイツブ リである。 ミミ

カイツブ リは少数、アカエ リカイツブ リはめった

に見 られない。

カモ類 では冬季初 めにスズガモがやや多 く見 ら

れ、厳冬期 にはシノ リガモ、ホオジロガモ、 ウ ミ

アイサが中心 となる。 シノ リガモは個体数的 には

それほ ど多 くはないが、数羽 単位 の小群が い くつ

か常 に見 られる。 クロガモ とビロー ドキ ンクロは

後述 す るように沖合 にい る方が多 く、港 内にはあ

ま り入 らない。 コオ リガモ は極 めて稀 である。参

考 までに、 同 じ く石狩湾 にある小樽:港で もコオ リ

ガモ は稀 である。 とはいえ、 それ は近年 の ことで

あ り、10年 ほ ど前 まで は普通 に近 く記録 されてい

た ようであ る(北 海道野鳥愛護会,2001)。 道北方

面 で は近 年 も安定 して観 察 され てい るよ うで あ

り、 コオ リガモ 自体が減少 したので はな く、石狩

まで南下す る個体 が減少 したのか もしれない。

なお、マガモ とヒ ドリガモの記録 もあ るが、 こ

れ らは春 と秋 の移動時期 に短時間だ け港 内水面 で

羽 を休 めた とい う程度 であ り、本質的 に港 内 を生

息 ・飛来域 の一つ としているわ けで はない と考 え

られ る。ただ し、石狩湾 に面す る小樽:方面 の港 や

厚 田港(石 狩市厚田区)で はマガモや コガモの よ

うな淡水性のカモが、あ る期間定住 した こ ともあ

り、石狩湾新港 において も、 同様 の事態が起 こる

可能性 を排除す ることはで きない。

ア ビ科 とウ ミスズメ科 の鳥 は非繁殖期で ある冬

季 には主 に海洋上で過 ごすので、港 内に入 るの は

稀 である。 ここ十年間 ぐらいの 目撃例 は両科合わ

せて20例 程度で ある。多 い年で も5例 ぐらい、全

く目撃例が ない年 もある。

港 内は毎年 のように行 われている何か所かでの

工事 、大型船 の出入 り、週 末 に目立 つ多数 の釣 り
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人 な どよる撹乱があ るため、鳥た ちが よ く集 まる

(群れ る)場 所が年 によって変わ る ことが多い。工

事 な どによって、水深 や餌動物(小 型魚類 や底生

貝類 な ど)の 生息分布 が変 わ るためか もしれない。

しか しなが ら、全体 として見た場合 、ここ十数年、

港 内の鳥 は種類的 にも数 的に もそれ ほ ど大 きな変

化 はな く推移 してい る。人為的撹乱が将来 どの よ

うな方 向に進 むか は明確 ではないが、大 きな工事

な どが一段落すれ ば、鳥 たちか ら見 て安定 した環

境 にな り、小樽港 と同 じように定常的 な港内鳥社

会 が形成 され てい くもの と予想 される。

この項 の最後 にカンム リカイツブ リについて触

れてお く。 カンム リカイ ツブ リは以前 はか な り稀

で、特 に厳冬期 にはほ とん どいな くなっていた。

しか しなが ら最近 は増加傾 向にあ り、厳冬期で も

見 られ るようになって きてい る。 この ことが近年

盛 んに言 われている地球温 暖化、海水温上昇 とど

の程度 関連 するか は明 らかで はない。 ただ、一っ

の指標 として、 カンム リカイツブ リの越冬状況 を

将来 にわたって見 てい くこ とは意味 あ ることか も

しれない。

3.3沖 合域

沖合 い域 とは、沖合一帯の うち海岸線 の小高 い

場 所か ら望遠鏡 を用 いて見 える範 囲である。明 る

く晴れていて、波 もなけれ ば、かな り遠 くまで(500

mを 少 し越 す程度 か?)見 る ことがで きる。

種類 的お よび季節的 には前項 の港 内域 の鳥 と同

じであ るが、ア ビ類 とウ ミスズ メ類 が見 られる可

能性が港内 よ りやや高 い。 クロガモの数十羽単位

の群れのい くつかはほぼ定常的 に見 られ る。また、

クロガモの群 れ に混 じって、 あるい は近接 して少

数 のビロー ドキ ンクロが しばしば見 られ る。

望遠 鏡 での可視 距離 以遠 につい て は不 明で あ

る。しか しなが ら、石狩湾新港東埠頭の漁港に戻 っ

てきた漁船の網 に絡 まっていたハ シブ トウ ミガラ

スの目撃事例 、種 はわか らないが鳥が網 にかか る

ことが よ くある とい う漁船員 の話 な どか ら、 ウ ミ

スズメ科 の鳥 などが、あ る程度 は沖合 に生息 して

いるよ うで ある。

なお、沖合の鳥 については以下 の事件が参考 に

なるだろ う。

2004年11月13日 、韓 国籍 の貨 物 船 マ リー ン

オーサカ号(5,500ト ン)が 暴風 のた め流 されて石

狩湾新港 の北防波堤 に衝 突、破壊、沈没 し、重油

約200ト ンが流 出した。流出油 の一部 は沖合 を流

れ、石狩市浜益 区(当 時 は浜益村)沖 まで達 した。

この油汚染 のため死亡 に至 った海鳥 は浜益海岸 な

どで35羽 が確認 され、マダラウ ミスズ メ、ウ ミス



ズメ、 エ トロフウ ミスズメ、 ウ トウが含 まれてい

た(武 田,2005)。 この ことか ら、浜益沖合 に とど

まらず、当該地域沖合 に も11月 半 ば近 くには、こ

れ まで確認 され ていないエ トロフウ ミスズ メや ウ

トウも含 めたウ ミスズ メ類 がかな り飛来 ・生息 し

てい るもの と推察 され る。

3.4草 原域

主た る草原域 は、海浜植物保護地 域 としてのは

まなすの丘公 園 とその周辺、お よび海水浴場付近

か ら石狩湾新港方面 に続 く石狩砂丘地域で ある。

生息 ・飛来 する鳥 のほ とん どがスズメ目(表1の

ヒバ リ科以降)に 属す る もので、春夏季 に現地内

で繁殖 す る夏鳥が多 くを占め る。他 にはその鳥た

ちを獲物 とする猛禽類がい るが、それについては

次の上 空域 の鳥 で述べ る。

はまなすの丘公園 は背丈の低 い海浜植物か らな

る草原で、最 も多 いのはヒバ リであ り、 ついでノ

ビタキ、ホオアカ、オオ ジュ リン、 コヨシキ リと

なる。石狩灯台や ヴ ィジターセ ンター周辺 にはや

や背丈 のあ る木本 ・灌木 もあ り、モズ、 ノゴマ、

カワラヒワ、 ムク ドリな どが加 わ る。公 園の海側

近 くをショウ ドウツバ メが飛ぶのが よ く目撃 され

るが、近辺 での繁殖 は行われていない ようである。

時折 ツバ メ(種 としてのツバ メ)が 飛 ぶ ことが あ

るが、それほ ど離れ てはい ない厚田区聚富(し っ

ぷ)の 酪農家牛舎 での繁殖個体群 の ものか もしれ

ない。

ヴィジター セ ンター よ り市 街地 寄 りの草 原 で

は、近 年、全 国的 にその減少が危惧 されている種

の一つであ るアカモズ も目撃 されている。 これ ま

での ところ稀 とい う程度で あ り、繁殖 は未確認で

ある。近 隣では、石狩川河 口の対岸 にある北石狩

衛生セ ンター付近で少数が繁殖 している ようで あ

るが、そ この個体群 との関連 は明 らかではない。

石狩砂丘地域 は海側の砂丘 と陸側 の砂丘 とか ら

な り、両砂丘 の境界 あた りを海岸道路 が通 ってい

る。そのため、草原 は海側 と陸側 に分 断され てい

るように見 える。

海側砂丘草原 ははまなすの丘公 園 と類似 の環境

であ り、 ヒバ リ、 ノビタキ、ホオアカな どが生息

す るが、個体数 は少 ない ように感 じられる。車の

乗 り入 れに よる植生破壊 の影響 があ るか もしれ な

い。車 の乗 り入れ規制強化 による植生 回復が期待

され るところである。

陸側砂丘草原 は、 はまなすの丘公 園や海側砂丘

草原 に比 べて低木類が多 く、灌木原野草原 のよう

な観が ある。 これ までの ところは海岸道路 か ら見

える範囲で の観察 に留 まってお り、不十分な観察

記録 しか得 られていないが、生息 ・飛来す る野鳥

は基本 的にはまなすの丘公 園お よび海側砂丘草原

の もの と変わ りはない。ただ、さ らに陸側 には防

風林 として残 された天然のカ シワ林が広が ってい

ることか ら、森林性の鳥が加 わっている可能性 が

あ る。 これ について は別途調査 の予定で ある。

冬季、12月 半 ば ぐらいか ら翌年3月 いっぱい ぐ

らい までは、 はまなすの丘公 園に行 く道路 も、砂

丘草 原を通 る海岸道路 も除雪が行 われないので、

車での通行 はできな くな る。徒歩 あるいは歩 くス

キーな どでの観 察 も困難 が伴 うた め、真冬 の観

察 ・調査 はほ とん ど行われていない。以下 は初冬

の11月 か ら12月 にか けての状況 である。

この時期 の草原域 は、夏鳥たちは既 に渡去 して

殆 どいな くなってお り、次 に述 べ る上空域 の鳥以

外 にはムク ドリの群れが飛ぶ ぐらいである。ただ、

1例 ではあ るがコ ミミズ クの記録、 そ して数例の

ユキホオジロの記録が ある。 コ ミミズクは海側砂

丘草原の海水浴場近 く、ユ キホオジロははまなす

の丘公 園の石狩川河 口近 くな どで 目撃 された もの

であ る。 コミミズクが冬季 に飛来 する可能性 は十

分 にあ り、決 して偶発的飛来で はない と考 え られ

る。今後 の 目撃例が増 えた ならば、次 に書 く上空

域の猛禽 と同 じような扱い をして もいいだろう。

3.5上 空域

も とよ り鳥類 のほ とん どは移動 な どのために上

空 を飛ぶのが通常で あるが、 ここでは上空か ら餌

を探 した り、上空で持続 的 に帆翔(注2)した りす る、

タカ科お よびハ ヤブサ科の鳥、いわゆる猛禽類 を

主た る対象 とする。

年間 を通 して もっ とも普通 な もの は トビで あ

る。草原域、特 にはまなすの丘公 園の石狩川河 口

付近 の上空 に数多 く見 られ る。
一 年中見 られる もの として トビ以外 にハ ヤブサ

がい るが、 目撃機会 は多 くはない。 そ もそ も絶対

的個体数 が少 な く、 また行 動圏 も広 いため、観察

記録 的には稀 である。しか しなが ら、毎年確実 に、

ほぼ同 じような頻度で観察 されて きている。秋 に

は幼 鳥 も見 られる ことか ら、近隣 で(と いって も、

かな り広 い範囲で はあろうが)繁 殖が行われてい

るもの と推察 され る。

夏か ら秋 には ミサ ゴ とノス リが加 わるが、魚類

を獲 るミサゴは海上 に、ネズ ミ類 な どを獲 るノス

リは原野上 に と、 ほぼ限 られて見 られる。

注2帆 翔(は ん しょう):翼 を広 げて気流 な どを利 用 して羽 ぼたか ず に飛 ぶ こ と。
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他 は冬鳥で ある。オ ジロワシ とオオ ワシは冬 中、

あ る程度 の頻度で見 られ る。砂浜 に降 りてい るこ

ともあるが、多 くは海岸線 に沿 っての飛翔であ る。

どこか らどこへ、 どんな 目的で移動 してい るかは

推察 し難 く、ともか く飛んでいる としか言 えない。

ケアシノス リ、ハイイ ロチュウ ヒ、 コチ ョウゲ ン

ボウ、 チ ョウゲ ンボウは初冬 に草原域上で稀 に見

られる程度で ある。草 原が雪 に覆われて しまうと、

ネズ ミな どの地上性小動物 の捕獲 も困難 にな るだ

ろうか ら、積雪期 には雪 の少 ない地域 に移動す る

のか もしれ ない。ただ、草原域 の ところで述 べた

ように、積雪期 には観察 ・調査 自体 も困難 とな り、

実態 は把握 されていない。

3.6カ モメ類

カモメ とい う呼称 はチ ドリ目カモ メ科 に属す る

鳥 をまとめて表 して用い られ る場合が一般的であ

るが、そ もそ もカモメ とい う種名 の鳥 も存在す る。

以後、 カモメ科の鳥 を総称 す る 「カモ メ類」 と、

その中の一種で ある 「カモメ」 を使 い分 ける。

当該地域で これ まで記録 のあるカモ メ類 は、表

1に 見 られる通 り10種 であ る。これ までの記録 が

少な くてその飛来傾向 を十分 には把握で きない ワ

シカモメ、 ミツユ ビカモメ、 コアジサ シを除 く7

種 について、生息 ・飛来 の季節性 を簡単 に表現 し

てみたのが図3で ある。一一応 、 ここ十数年の筆者

自身に よる観察記録(ど の年 も毎月3～4回 の観

察 を実施)を 総合 し、各 月の上 ・中 ・下の3旬 に

お ける、 それ ぞれの種 の記録率(観 察実施回数 に

対 す る記録 回数 の割合)を 基 にしている。記録率

がおおむね80%以 上 であれ ぼ 「普通 に見 られ る」、

20～70%で あれ ば「時々見 られ る」、20%未 満で あ

れ ば 「稀 に見 られ る」 とい うものである。観察実

施 日の気象条件、観察時刻 ・時間な ども全 く統一・

性 を欠いてお り、基本的 には全 く感覚的 な もので

あるが、 それぞれの種 の飛来 ・生息状 況 について

は、定性 的にはかな り明 らかになっている。以下、

個々 の種 について簡単 に説明す る。

ユ リカモメ:春 季(主 に5月)は 北へ向か う成鳥

夏羽群、秋季(主 に8～9月)は 南へ向か う成

鳥冬羽 と幼 鳥の混群 が通過す る。 また秋季 には

夏羽 か ら冬羽 へ換羽 中の個体 も混 じる。6月

中 ・下旬～7月 に も稀 に見 られ るが、冬季 は見

られ ない。渡 り時期 には同じ場所でほぼ毎 日の

ように見 られ るが、 同 じ群れが長 く滞在 するの

ではな く、違 う群 れが次々 に来 るもの と考 え ら

れ る。

セグ ロカモメ:オ オセグロカモ メ との識別 は背 の

灰～黒の濃淡 によるが、光 の加減 によっては識

別 にまぎれ も生 じる。 また中間的 な羽色 の個体

もいるようであ り、明 らかにセ グロカモメ と断

定 できる もの は必 ず しも多 くはない。識別 困難

な個体 をすべてセグロカモメに含 めて も、オオ

セグロカモ メに比 べ るとかな り少 ない とみな さ

れる。9月 にな った ら渡来 し始 め、翌年5月 前

半 まで には渡去す る。

オオセ グ ロカモ メ:カ モ メ類 は一 年 中見 られ る

が、 その中で完全 に周年見 られ る種 はオオセグ

ロカモメだ けであ る。個体数 も多 い。

シロカモメ:早 い もの は9月 半 ばに渡来す る。10

月か ら翌年4月 末 まではオオセグロカモメ と同

じ くらい、場所 によってはそれ を上回 る ぐらい

の数が いる。

カモ メ:9月 下旬か ら翌年5月 上旬 まで いるが、

春秋 の渡 り時期、特 に春 には数百羽の大群 とな

り、石狩湾新港内 に浮かぶ ことが ある。 また、

これ までの観察で特徴 的な ことは、5月 中旬近

くに一斉 に移動 し、急 にいな くなって しまうよ

うに見 える ことで ある。ただ し、 これ について

月

旬

ユ リカモ メ

セ グ ロカモ メ

1

上 中 下

2

上 中下

3

上 中下

4

上 中下

5

上 中下

6

上 中下

7

上 中下

8

上 中 下

9

上 中下

10

上 中下

11

上 中下

12

上 中下

オ オセ グロ カモ メ

シロカモ メ

カ モメ

ウ ミネ コ

ア ジサ シ

國 普通に見られる □ 時々見られる □ 稀に見 られる
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は更なる確認が必要である。

ウミネコ:3月 に入るころから見られ始め、4月

下旬 ころから11月 末 ころまで極めて普通 に見

られる。夏季間の個体数はオオセグロカモメを

わずかに上回る感 じである。真冬の1月 の記録

はないが、少数が越冬しているという小樽方面

の状況を考慮すると、石狩でも越冬個体がいる

可能性がある。

アジサシ:5月 および8～9月 の春秋の渡 り時期

に数十羽程度の群れがしばしば観察 される。沖

合で採餌ダイビングをした り、石狩川河口付近

で休息をした りするが、あまり長居することは

ない。同じ旅鳥であるユ リカモメに比べ総個体

数はかな り少ないとみられる。また比較的短時

間のうちに通過 してしまうので、観察機会はそ

れほど多 くはない。

他のカモメ類について、ワシカモメは厚田漁港

では冬期間中、少数なが らもほぼ定常的にいるこ

とが確認されているが、石狩浜および石狩湾新港

での記録は極めて少ない。そもそも、カモメ類中

でワシカモメはそれほど多 くはないので、カモメ

類の絶対数が多い厚田漁港あた りでは目撃 されて

も、当該地域ではそれほど目撃されない可能性は

否定できない。 ミツユビカモメは主な生息域が外

海であるため、沿岸に近づいて目撃 される機会は

それほど多 くはないのであろう。コアジサシは北

海道には秋や台風の後あた りに飛来する程度であ

り、石狩海浜地域を基本的な生息 ・飛来地の全部

または一部 とするカモメ類にはむしろ含めない方

がいいのかもしれない。

が、 そもそ も海岸線 に沿 って野鳥 を観察 する人が

い なかったか、 いた として も観察記録 を発表す る

ような ことはなかった もの と考 えられ る。

過去の状況 を比較対照の基準 とす ることが困難

で あれば、 ともか くも現状 を少 しで もまとめてお

いて、将来 における 「過去の記録 」 として残 して

おか なければな らない。

筆者 らは1990年 代 半 ばか ら十数 年 ほ ど継 続的

に観察 してい るが、野鳥か らみた石狩海浜地域 は、

現在の ところ、いわ ばご く普通の海岸線環境で あ

る とい えるだ ろう。 この地域 ならで はとい う特別

な鳥が生息 ・飛来す るわ けで もな く、 また、特定

の鳥種 に、た とえば著 しい個体数減 少の ような危

惧すべ き変化 が起 こっているわ けで もない。年毎

に記録 され る種、個々 の鳥種の個体 数の多寡 な ど

に変動 はあ るものの、 その変動が何 か特別 の要因

によるもので はな く、 自然的 な変動の範 囲内であ

ろ うとい う感覚 がある。

人間の 目か ら見 たな らば、先述 した ような砂浜

の後退、 また レジ ャー活動等 による海浜砂浜 お よ

び草原の破壊 と汚染 な ど、将来的危惧 が拡大 する

要素 は少なか らず存在す る。現在 の ところ、た と

えばゴ ミが散乱 する砂浜で もシギ ・チ ドリたちは

採餌 ・休 息 し、特 にその場 を避 けてい る様子 はな

い。 しか しなが ら、鳥た ちのその寛容 さが どれ だ

けの ものであ るかは保証 の限 りで はない。海側砂

丘草原の植生 の回復 は当然 の ことなが ら、それ以

外の 区域 について も現状維持 を最低 限の設定値 と

して環境 を保全 し、遠 い将来 において も、いつ も

の鳥たちが、いつ もの時期、いつ もの場所 で見 ら

れ るこ とを願 っている。

鋼 野鳥からみた石狩海浜地域の自然
ある地域 の 自然 の現状 を鳥類相 の観点 で評価す

る方法の一 つ として、過去の状 況 との比較 がある。

しか しなが ら、過去 の記録 について は、石狩川河

口付近、その殆 どが川側での観察記録 が残 されて

いるだ けであ り(た とえば、 日本鳥類保護連盟,

1973)、 今 回対象 とした 区域の記録 は皆無 に近 い。

1981年 にま とめられた 「北海 道におけ る鳥類 の

地域別 生息状況」(北 海道生活環境部 自然保護課,

1981)の 石狩支庁 の鳥 リス トには、ア ビ類全種、

ウ ミスズメ類全種、 クロガモ、 ビロー ドキ ンクロ

が未記録 になっている。 また、 シギ ・チ ドリ類 の

記録の殆 どは石狩川側での もの とみなされ、石狩

浜の状況 は不明 である。当時、石狩湾新港 は建設

初期 にあた り、 ア ビ類や ウ ミスズメ類 な どが まだ

飛来 ・生息 する状態で はなか ったのか もしれ ない
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